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有 限温度 におけ る非可換ゲージ理論の研究

1.研 究 目的 ・内 容

最 近 、 有 限 温 度 に お け る非 可 換ゲ ー ジ理 輪 の研究 が活発 に 行な わ れて い る。

そ こ で は 多 くの 場 合 、摂 動論 を用 いて種 々の 計算 がな さ れて い る。 この と き、

摂 動 の展 開係 数 と しての 結 合定数 を どの よ うに選ぶ か には任 意性 があ る。 ここ

で は 、 最 も 自然 で あ ると考 え られ る方法 で定 義 し、 その 温度 依存 性 な どを調 ぺ

た。

2.研 究 方 法 ・計 算 方 法

実 時 間 形 式 に よ る有 限温度 の場 の 理論 に おけ るFeyn皿an規 則 を用 いて 、2点

お よび3点 グ リー ン 関数 を(1ル ープ およびFep皿anゲ ージ で)計 算 し、 考 え

て い る過 程 の エ ネ ル ギー お よび環 境 の温 度 で繰 り込 む こ とに よ って 結 合定 数 の

繰 り込 み 定 数 を定 義 す る。 これ らを用 い て、 その温 度 依 存性(特 に、 高温 で の)

お よび 運 動 量 配 位 の 依存 性 につ いて の ふ るまい を調ぺ た 。

3点 グ リ....ン関 数(Feynman図)の 計算 に は、 数式 処 理プ ログ ラ ムREDU

CE3.3(教 養 部 教 育研 究用 機 器備 品 黄 にて購 入)を 用 いて行 な った。 ま た、

得 られ た結 果 は 、 種 々の租 分で か かれ て い るだめ 、具 体 的 なふ る まい をみ るた

め に は近 似 を す るか 数 値 的に計 算 す る しかな い。 後 者 の艶 め 、FORTRAN

を 用 い て数 値 積 分 プ ログ ラム を作成 して 計算 した。

3.研 究 成 果

結 合 定 数 は 高 温 で は、温 度 の3乗 に依 存 す る ことが わか っ炬。 これ は、 同種

の 今 ま で の 計 算 で は 見過 ご されて いだ結 果 で あ り、 この こ とは摂 動 に よ る取 り

扱 い に だ い し、 そ の 有効 性 に問題 が あ るこ とを示 唆 して い る(高 温 の場 合 。低

温 の と き は 、 別 に 考 察 が必要)。 また 、運 動 量配 位の依 存 性 も大 き く、 この こ

と も有 効 性 を 狭 め て い る。

(数 値 計 算 が 必 要 な)中 ・低 温 は現 在計 算 を実 行中 で あ るが 、今 まで に 得 た

結 果 か ら、 運 動 量 配 位 の依存 性 が大 き い点 に関 して は、 そ の ま ま成 り立 つ こ と

が 予 想 さ れ る。

4.発 表 ・出 版 実 績 ま た は 予 定

口 頭 発 表 横 田 、 中 川 、 牲 川 日 本 物 理 学 会1989年 秋 の 分 科 会 、 宮 崎 大 学 、10月

横 田 研 究 会 「ihdron3andIladraaicMatter」 、 東 大 原 子 核 研 究 所 、

1989年12月(ま た 、 中 川 、 牲 川 両 氏 も11月 の2つ の 研 究 会
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